
※今年度は昨年に続きP23、F23が実施されるため昨年度の解説と大きく異なる点は無いが、特に注意すべき点について下記する。

項目 特記事項

一つの演技に含まれる複数のロー
ルに対するロール・レートについて

一つの演技の中に複数の連続ロール（360度以上のロール）と部分ロール（360度未満のロール）が
含まれる場合、連続ロールと部分ロールのロール・レートが異なっても減点しない。

さらに今回、
一つの演技の中に複数の部分ロール（３６０度未満のロール）がある場合、『異なる種類のロールは
ロール・レートが異なっても減点しない』との解説あり。

例えばP23の15番目のトライアングルでは２個の1/2ロールと４個の1/4ロールがあるが、1/2ロールと
1/4ロールは種類が異なるのでのロール・レートが異なっても減点しない。但し、同じ種類のロールの
ロール・レートは同一でなければならない。

一つの演技に含まれる
ロールとループ間の直線について

一つの演技の中に要求されるロール間の直線、ロールとループの間の直線は明確に見せること。
直線が無い、または不明確な場合、３点以内の減点。

逆に、インメルマンのロール前に直線が見えた場合、あるいはロール切り返しで直線が見えた場合、
程度に応じて２点以内の減点。

演技の間にある直線について
二つの演技の間に直線飛行が見えない場合、前後の演技より１点づつ減点する。
（従来通りの規定）
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風に対する偏向について

飛行は機体の重心位置の航跡を審査する。
従って、風に対処するヨー方向、ピッチ方向の偏向（風見）は減点しない。
但し、主翼面は水平でなければならない。

例えば、スピン演技で横風の場合、ヨー方向に偏向して進入しても減点しないが、スピン直前に進入
時のヨー方向の偏向を超える動きをした場合は１５度ルールで減点する。

演技の距離について

通常演技は１７５ｍまでは減点しない。
１７５ｍを超え２００ｍまでは１点減点。２００ｍを超えると程度に応じて３点以内の減点。
但し、ストール演技は失速時のコントロールできないため入る位置で評価する。

ローリング・サークル演技、クロスボックス演技は最も遠い距離が３５０ｍ以内であれば減点しない。
但し、その前後の演技が通常演技の場合、通常演技の基準（上記）で減点する。


